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toyako......

※機種によって操作方法が異なります

　　カメラアプリや
QRコード読み取り
アプリを起動する

１

　　カメラをQRコ
ードに向ける
２

　　表示されたア
ドレスを押す
３

　スマホデビュー応援！
ＱＲコードの読み取り方

読み取り手順を参考に読み取ってみましょう！

（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）

読み取り手順
・年末年始のお知らせ
・洞爺湖町表彰式　合併 20 周年記念式典
・火山砂防フォーラム開催
・上半期財政状況

備えよう　「もしも」のために



今月の表紙
　町内の津波浸水区域を対象にした津波防災訓練が
11 月 22 日、虻田地区で行われました。約 200 人
が参加し、虻田小学校などの避難所で段ボールベッ
ドの設置訓練などを実
施。「もしも」の時に備
え、避難所の設営につ
いて理解を深めました。
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年末年始の閉庁日が
変わります

令和７年度より、年末年始の役場の閉庁日が変
更となります。

　今年度は土日などを挟む都合上、役場の仕事納め
が 12月 26 日となり、閉庁日は以下のとおりとな
ります。各種手続など役場に来庁する予定がある方
はお間違いのないようご注意ください。
　下記以外の施設予定などは５㌻をご覧ください。

▶年末年始の洞爺湖町役場閉庁日（洞爺湖温泉支所、
洞爺総合支署含む）
12月 27日（土）～１月4日（日）

▶12月 29日～１月３日が休みになる施設
健康福祉センターさわやか、町内各保育所、放課後
児童クラブ、農業研修センター、財田キャンプ場、
洞爺いきがい交流センター、洞爺ふれ愛センター

▶12月 28日～１月３日が休みになる施設
虻田ふれあいセンター、洞爺総合センター

12月
2025 年

（令和 7 年）
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人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

男 ………………………………3,593 人
女 ………………………………4,197 人
計 ………………………………7,790 人
世帯 …………………………4,738 世帯

（－ 19）
（ － 7 ）
（－ 26）
（－ 21）

＜10月31日現在＞



毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 76回目は介護高齢課中西俊介です。
■問合せ	健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「噴火」

左手は指を丸めて置き、左手の下からすぼめた右手を上げな
がらパッと開きます。
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火
山
を
抱
え
る
自
治
体
な
ど

が
火
山
砂
防
に
つ
い
て

考
え
る
「
２
０
２
５
火
山
砂
防

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
10
月
30
、31
日
、

洞
爺
湖
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
道
内
外
の
行
政
機
関
な
ど
か
ら

約
８
０
０
人
が
参
加
し
、初
日
は
、

洞
爺
湖
有
珠
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と

御
嶽
山
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の
５
人

が
活
動
報
告
。
２
０
０
０
年
の
有

珠
山
噴
火
や
、
多
く
の
死
傷
者
を

出
し
た
２
０
１
４
年
の
御
嶽
山
噴

火
な
ど
火
山
の
危
険
を
指
摘
し
な

が
ら
、
地
元
観
光
に
与
え
る
恩
恵

も
解
説
。
火
山
と
共
生
す
る
た
め

に
噴
火
に
つ
い
て
学
び
続
け
る
意

義
を
語
り
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

火
山
と
生
き
る

　
　
知
恵
を
求
め
て

２
０
２
５
火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

１．噴火について意見を交わした火山砂防フォーラム
２．火山の脅威と恵みを解説する火山マイスター
３．火山との共生を語るパネリスト
４．噴火の爪痕が今も残る虻田町営浴場

１

２３

４

は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
北
海
道

大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
の
青
山

裕
教
授
、
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会

の
越
後
進
一
副
会
長
、
洞
爺
地
区

に
移
住
し
て
雑
貨
屋
を
営
む
宮
本

好
さ
ん
、
下
道
町
長
が
登
壇
し
ま

し
た
。

　
宮
本
さ
ん
は
「
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、
子
育
て
し
た
い
と
思
わ
せ

る
何
か
を
求
め
て
集
ま
る
人
が
増

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
」、
越
後

さ
ん
は
噴
火
当
時
の
混
乱
を
語
り

な
が
ら
「
噴
火
は
怖
い
が
良
質
な

温
泉
も
火
山
活
動
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
有
珠
山
が

も
た
ら
す
恵
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

は
、
有
珠
山
に
は
泥
流
災
害
を
防

ぐ
た
め
の
砂
防
ダ
ム
が
あ
る
た

め
、
砂
防
施
設
を
活
用
し
た
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
や
、

砂
防
施
設
に
よ
る
土
砂
災
害
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
終
日
の
２
日
目
は
、
現
地
研

修
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
火
山

科
学
館
や
金
比
羅
火
口
災
害
遺
構

な
ど
を
見
学
し
て
有
珠
山
噴
火
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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２
０
２
５
年
、
皆
さ
ん
の
一

番
の
思
い
出
は
―
？

　
今
年
も
町
で
は
い
ろ
ん
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
１
月
か
ら
デ

ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
と
う
や
コ
イ

ン
」
が
利
用
開
始
。
お
得
な
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
の
コ
イ
ン
の
販
売
が

始
ま
る
と
、
役
場
内
の
窓
口
に
は

多
く
の
利
用
者
が
並
び
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
洞
爺
村
と
の
姉
妹

都
市
提
携
か
ら
50
周
年
を
祝
い
、

三
豊
市
の
皆
さ
ん
が
来
町
。
産
業

ま
つ
り
で
は
山
下
昭
史
市
長
が
た

く
さ
ん
の
野
菜
を
来
場
者
に
投
げ

て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
初
代
町
長
と
し
て
町
政
の
礎
を

築
い
た
長
崎
良
夫
さ
ん
が
８
月
に

逝
去
。町
村
合
併
の
協
議
を
進
め
、

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
貢
献

す
る
な
ど
生
前
に
は
数
多
く
の
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
は
、
洞
爺
湖
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

出
身
の
健
大
高
崎
高
・
石
垣
元
気

投
手
が
１
位
指
名
。
町
内
で
中
継

を
見
守
っ
た
後
輩
選
手
や
指
導
者
、

保
護
者
が
歓
声
を
上
げ
て
プ
ロ
入

り
へ
の
前
進
を
喜
び
ま
し
た
。　

　
こ
の
他
に
も
多
く
の
思
い
出
が

生
ま
れ
た
洞
爺
湖
町
。
皆
さ
ん
も

年
の
瀬
に
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

１

７

11

６

10

２ ３

５

９

13

４

８

12

2025 年の主なできごと
１．デジタル地域通貨「とうやコイン」の利用がスタート
２．熊による事故の多発を受け、西胆振で初めて熊対策
	 の机上訓練を実施
３．洞爺湖ビジターセンター・火山科学館の来館者が
	 100 万人に到達
４．栄遺跡の発掘調査が実施
５．北海道科学大と人材交流を目的とした協定を締結
６．消防洞爺湖支署に新型の水槽車が配備
７．三豊市との友好都市提携 50周年
８．初代町長として活躍した長崎良夫氏が逝去（写真は

	 2008 年の洞爺湖サミット）
９．2000 年有珠山噴火から 25年を契機にパネルディス
	 カッション開催
10．第２次世界大戦の終戦から 80年（写真は洞爺地区
	 で行われた戦没者追悼式）
11．ＡＮＡあきんどと協定を締結し、地域活性化起業人
	 が着任
12．洞爺湖リトルシニア出身の石垣元気投手がドラフト
	 １位指名
13．地元産のホタテ直売会が大盛況

今年イチバンの思い出は？
2025年 洞爺湖町のできごと
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町
の
業
務

　
役
場
本
庁
舎
、
洞
爺
総
合
支

所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
は
12
月
27

日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日
（
日
）

ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

　
ご
み
の
出
し
方

▽
収
集
な
し
　

12
月
31
日（
水
）～
１
月
４
日（
日
）

▽
収
集
開
始
日
（
全
地
区
）

１
月
５
日
（
月
）

※
洞
爺
地
区
の
不
燃
ご
み
臨
時
収

集
は
１
月
７
日
（
水
）

▽
最
終
収
集
日

・
可
燃
ご
み
・
生
ご
み

洞
爺
地
区　
12
月
29
日
（
月
）

虻
田
、
洞
爺
湖
温
泉
、
月
浦
、
花

和
地
区　
12
月
30
日
（
火
）

・
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み

洞
爺
湖
温
泉
、
月
浦
、
花
和
地
区　

12
月
15
日
（
月
）

洞
爺
地
区　
12
月
18
日
（
木
）

虻
田
地
区　
12
月
25
日
（
木
）

▽
し
尿
く
み
取
り
　
年
内
の
く
み

取
り
の
申
込
期
限
は
12
月
22
日

（
月
）。１
月
６
日（
火
）収
集
再
開
。

■
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
（
☎
74

―
３
０
０
６
）
洞
爺
湖
温
泉
支
所

（
☎
75
―
２
２
８
１
）
洞
爺
総
合

支
所
（
☎
82
―
５
１
１
１
）

　
水
道
の
修
理
当
番

業
者

　
水
道
凍
結
や
上
下
水
道
の
ト
ラ

ブ
ル
は
町
内
の
当
番
業
者
に
直
接

電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
内
業
者
に
依
頼
で
き
な
い
場

合
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
町
外
指
定
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

上
下
水
道
課（
☎
74
―
３
０
０
８
）

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

▽
運
休
日

・
虻
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

12
月
30
日（
火
）～
１
月
４
日（
日
）

・
と
う
や
コ
ネ
ク
ト
タ
ク
シ
ー

12
月
30
日（
火
）～
１
月
３
日（
土
）

※
乗
車
希
望
日
が
１
月
４
日（
日
）

の
場
合
、
電
話
予
約
は
12
月
26
日

（
金
）
ま
で
。
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

　
施
設
休
館
日

▽
社
会
教
育
関
連

・
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
、
母

と
子
の
館
、
入
江
高
砂
貝
塚
、
あ

ぶ
た
体
育
館

12
月
28
日（
日
）～
１
月
３
日（
土
）

▽
読
書
の
家

・
あ
ぶ
た
読
書
の
家
、
み
ず
う
み

読
書
の
家

12
月
28
日（
日
）～
１
月
３
日（
土
）

▽
そ
の
他

・
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・

火
山
科
学
館

12
月
29
日
（
月
）
～
１
月
３
日

（
土
）、
５
日
（
月
）

・
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
、
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日（
月
）～
１
月
３
日（
土
）

・
洞
爺
い
こ
い
の
家

12
月
31
日（
水
）、１
月
１
日（
木
）

・
道
の
駅
あ
ぷ
た

12
月
30
日（
火
）～
１
月
５
日（
月
）

・
道
の
駅
と
う
や
湖

12
月
30
日（
火
）～
１
月
６
日（
火
）

・
と
う
や
水
の
駅

12
月
29
日（
月
）～
１
月
５
日（
月
）

・虻
田
地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
さ

ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い

内
）

12
月
26
日（
金
）～
１
月
５
日（
月
）

・
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室

12
月
26
日（
金
）～
１
月
４
日（
日
）

の
予
約
は
随
時
受
付
可
。

・
洞
爺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー

12
月
23
日
（
火
）、
30
日
（
火
）、

１
月
２
日
（
金
）、
６
日
（
火
）

※
１
月
９
日
（
金
）
に
乗
車
希
望

の
場
合
、
12
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課（
☎
74
―
３
０
０
４
）

▼修理当番業者スケジュール

年
末
年
始
の

年
末
年
始
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
お
知
ら
せ

期日 当番業者 期日 当番業者

12月30日
（火）

大和設備
☎76－3197

ゴウダ
☎76－5254

12月31日
（水）

齊藤設備工業
☎75－2707

ヒロセ配管設備
☎76－3617

１月１日
（木）

菖蒲設備
☎76－4566

ホッコ―建設運輸
☎76－3418

１月２日
（金）

ヒロセ配管設備
☎76－3617

大和設備
☎76－3197

１月３日
（土）

ホッコ―建設運輸
☎76－3418

菖蒲設備
☎76－4566
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受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

功
労
表
彰

功
労
表
彰

高
清
水
　
直
也
さ
ん
（
55
）

　
平
成
３
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
33
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

大
平
　
浩
さ
ん
（
63
）

　
昭
和
63
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で

の
36
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

川
村
　
修
一
さ
ん
（
59
）

　
平
成
３
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
34
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

秋
山
　
敏
光
さ
ん
（
59
）

　
昭
和
62
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
37
年
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

大
廣
　
芳
博
さ
ん
（
60
）

　
平
成
７
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

中
野
　
英
敏
さ
ん
（
71
）

　
昭
和
51
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
49
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ

た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
低
・
中
・
高
学
年
の
各
部
で
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
野
邊
実
衣
華

さ
ん
（
虻
田
小
２
年
）、
友
田
皐

月
さ
ん
（
と
う
や
小
３
年
）、
田

上
杏
さ
ん
（
虻
田
小
６
年
）
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、
３
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
説
明
。

町
で
の
思
い
出
や
故
郷
の
未
来
を

思
っ
て
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
発
表
し
、
出
席
者
は
子
ど
も
た

ち
の
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
役

場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
洞

爺
湖
町
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
今
年
度
末
に
迎
え

る
町
村
合
併
20
周
年
を
前
に
、
合

併
記
念
式
典
も
開
き
、
町
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

　
功
労
表
彰
は
８
人
、
貢
献
表
彰

は
17
人
、
善
行
表
彰
は
２
人
に
贈

ら
れ
、
ま
ち
の
発
展
に
尽
力
し
た

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
ま
た
、

70
歳
以
上
で
在
町
50
年
以
上
に
な

る
方
に
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、　
下
道
町
長
が「
今

後
も
町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
ア
プ
タ
・

フ
レ
ナ
イ
の
会
会
長
と
し
て
入

江
・
高
砂
貝
塚
の
保
全
な
ど
に
尽

力
し
て
貢
献
表
彰
に
選
ば
れ
た
神

馬
久
夫
さ
ん
が
「
先
人
が
残
さ
れ

た
文
化
、
歴
史
、
自
然
環
境
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
合
併
記
念
式
典
で
は
、
未
来
の

洞
爺
湖
町
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て

令和７年度洞爺湖町表彰式
洞爺湖町合併20周年記念式典

表彰状を受け取る受賞者表彰状を受け取る受賞者
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【虻田地区】
▶虻田１区　吉田繁章さん、舘岡学さん▶２区　亀
倉千鶴子さん▶３区　髙橋理恵子さん▶４区　菊
地忠男さん、小林光紀さん▶５区　髙橋サツ子さ
ん、辻木勝夫さん、辻木令子さん▶６区　片倉榮子
さん、鍋谷経雄さん、鍋谷弘子さん▶７区　亀倉靜
夫さん、髙橋美代子さん▶８区　浅利功さん、浅利
裕子さん▶かっこう台　葛西和彦さん▶青葉１区　
芦原永子さん▶青葉２区　皆川節子さん、政田秀夫
さん、政田ユリ子さん、大西文代さん、熊井陽子さ
ん、萩原紀子さん▶入江１区　布田和江さん、齋藤
英樹さん、白瀨興三さん、下國和洋さん、下國なみ
子さん、佐々木みき江さん、大橋雪子さん、覀舘鉄
雄さん、菅野清範さん、真屋京子さん、江辺野正一
さん▶入江３区　佐藤久さん▶入江４区　武内澄
子さん、青木謙さん、青木佐智子さん、中村弓江さ

ん、宮腰哲雄さん、宮腰紀子さん、佐藤悦章さん、
尾形賢一さん、尾形八重子さん、武川美千代さん、
中野英敏さん、森寿浩さん、森恵子さん▶泉　東出
英男さん、東出洋子さん、木須法子さん、澤田幸子
さん、差波美江子さん▶清水　武川德治さん、野口
喜美子さん
【洞爺湖温泉地区】
▶温泉１区　青山百子さん▶８区　堀川香都子さ
ん
【洞爺地区】
▶洞爺第１　村上正弘さん▶第２　桑原正子さん
▶第３　志賀辰彦さん▶第４　和田友子さん、堀家
潔さん▶第５　南出信男さん、橋本健司さん▶美沢
東　篠原甚一さん、斉藤啓司さん、藤川眞智子さん
▶美沢西　京谷たき子さん▶成香　西岡節子さん、
小山隆顕さん、西岡広昭さん▶大原　石川修一さん

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

秋
山
　
裕
司
さ
ん
（
67
）

　
昭
和
58
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
42
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

内
海
　
雅
仁
さ
ん
（
57
）

　
平
成
４
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で

の
32
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
消

防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団
員
と
し
て

幾
多
の
災
害
に
対
し
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
奮
闘
し
、
各
種
の
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

等
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

三
浦
　
潤
介
さ
ん
（
67
）
＝
西
胆

振
介
護
認
定
審
査
会
委
員
、
西
胆

振
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
委
員

葛
　
和
佳
さ
ん
（
55
）
＝
洞
爺
湖

町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

大
西
　
正
夫
さ
ん
（
81
）
＝
洞
爺

湖
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
副
会
長

近
　
由
江
さ
ん
（
73
）
＝
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
交
流
会
食
事

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宝
積
　
ナ
ヨ
子
さ
ん
（
79
）
＝
社

会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
野
　
礼
子
さ
ん
（
77
）
＝
社
会

福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
交
流
会
食

事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

奥
村
　
一
雄
さ
ん
（
77
）
＝
社
会

福
祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

村
上
　
正
弘
さ
ん
（
73
）
＝
社
会

福
祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

谷
内
　
照
子
さ
ん
（
78
）
＝
洞
爺

湖
町
民
生
委
員
児
童
委
員

加
藤
　
晴
美
さ
ん
（
64
）
＝
洞
爺

湖
町
剣
道
連
盟

菊
地
　
尊
征
さ
ん
（
83
）
＝
洞
爺

湖
町
剣
道
連
盟

橋
本
　
謙
之
介
さ
ん
（
45
）
＝
洞

爺
湖
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会神
馬
　
久
夫
さ
ん
（
76
）
＝
ア
プ

タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会
会
長

藤
川
　
栄
治
さ
ん
（
70
）
＝
曙
獅

子
舞
保
存
会

木
村
　
芳
秀
さ
ん
（
62
）
＝
洞
爺

湖
町
剣
道
連
盟
役
員

木
須
　
盛
夫
さ
ん
（
70
）
＝
洞
爺

湖
温
泉
３
区
自
治
会

岡
田
　
晋
平
さ
ん
（
55
）
＝
金
融

審
査
委
員
長
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
有
識
者
委
員
会
委
員

善
行
表
彰

善
行
表
彰

■
寄
付

若
狭
高
司
さ
ん
、
多
田
憲
之
さ
ん

感謝状表彰 町内に 50年以上在町し、70歳以上の方に感謝状を贈呈しました

あいさつするあいさつする
神馬さん神馬さん絵画コンクールの表彰式絵画コンクールの表彰式
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令和７年度上半期の

財政状況
■問合せ　企画財政課財政係（☎ 74-3004）

残額

執行額一般会計

歳入合計
収入済　385,526万円収入済　385,526万円
予　算　867,696万円予　算　867,696万円

収入率収入率  44.4％44.4％

残額

執行額一般会計

歳出合計
支出済　341,100万円支出済　341,100万円
予　算　867,696万円予　算　867,696万円

執行率執行率  39.3％39.3％

町税 64,306 万円 / 121,630 万円（52.9％）

地方譲与税 1,881 万円 / 7,250 万円（25.9％）

各種交付金 16,610 万円 / 26,690 万円（62.2％）

地方交付税 230,322 万円 / 364,762 万円（63.1％）

分担金及び負担金 1,599 万円 / 6,972 万円（22.9％）

使用料及び手数料 9,533 万円 / 20,371 万円（46.8％）

国庫支出金 15,415 万円 / 80,676 万円（19.1％）

道支出金 8,873 万円 / 34,528 万円（25.7％）

財産収入 1,202 万円 / 2,580 万円（46.6％）

寄付金 8,860 万円 / 29,315 万円（30.2％）

繰入金 0 万円 / 19,179 万円（0.0％）

繰越金 22,767 万円 / 22,767 万円（100.0％）

諸収入 1,074 万円 / 9,131 万円（11.8％）

町債 0 万円 / 111,740 万円（0.0％）

繰越明許費 3,084 万円 / 10,105 万円（30.5％）

合計 385,526 万円 / 867,696 万円（44.4％）

※内訳　収入済額 /予算現額（収入率）

議会費 3,451 万円 / 6,605 万円（52.2％）

総務費 23,685 万円 / 105,016 万円（22.6％）

民生費 90,817 万円 / 218,922 万円（41.5％）

衛生費 15,301 万円 / 48,508 万円（31.5％）

労働費 309 万円 / 370 万円（83.5％）

農林水産業費 4,399 万円 / 23,928 万円（18.4％）

商工費 15,381 万円 / 27,979 万円（55.0％）

土木費 45,292 万円 / 95,918 万円（47.2％）

消防費 16,962 万円 / 51,286 万円（33.1％）

教育費 18,510 万円 / 65,604 万円（28.2％）

公債費 48,682 万円 / 97,454 万円（50.0％）

給与費 55,080 万円 / 113,436 万円（48.6％）

予備費 0 万円 / 2,565 万円（0.0％）

繰越明許費 3,231 万円 / 10,105 万円（32.0％）

合計 341,100 万円 / 867,696 万円（39.3％）

※内訳　支出済額 /予算現額（執行率）

用
語
解
説

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で

ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
か
、
町
財
政
の
運
営
状

況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
例
年
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
７
年
度
上
半

期
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
現

在
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
一
時
借
入
金
・
基
金
運
用
】

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理

資
金
が
不
足
す
る
際
に
一

時
的
に
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
、
年
度
内
に
償
還

す
る
お
金
で
す
。
近
年
は

利
子
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
銀
行
な
ど
よ
り
も
利

息
の
低
い
基
金
（
町
の
貯

金
）
か
ら
一
時
的
に
借
り

入
れ
を
行
い
ま
す
。

【
会
計
間
運
用
】

　
全
て
の
会
計
の
歳
入
歳

出
に
係
る
現
金
の
こ
と
を

歳
計
現
金
と
い
い
、
地
方

公
共
団
体
は
こ
の
歳
計
現

金
の
中
で
や
り
く
り
を
し

な
が
ら
支
払
い
を
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
年
度

内
で
あ
る
会
計
に
現
金
が

不
足
し
た
場
合
は
、
現
金

の
あ
る
会
計
か
ら
不
足
し

て
い
る
会
計
に
運
用
し
支

払
い
を
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
会
計
間
運
用
と
い
い

ま
す
。

【
地
方
債
】

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事

業
（
道
路
の
整
備
・
公
共

施
設
の
建
設
な
ど
）
に
充

て
る
た
め
に
借
り
入
れ
、

年
度
を
越
え
て
償
還
す
る

も
の
で
す
。
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▪水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的収支
収入 29,421 万円 9,716 万円 33.0％

支出 29,421 万円 5,461 万円 18.6％

資本的収支
収入 18,150 万円 0万円 0.0％

支出 27,560 万円 5,112 万円 18.6％

▪簡易水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的支出
収入 8,963 万円 4,254 万円 47.5％

支出 8,963 万円 1,330 万円 14.8％

資本的支出
収入 8,040 万円 1,850 万円 23.0％

支出 10,537 万円 2,026 万円 19.2％

▪公共下水道事業会計
区　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的収支
収入 68,150 万円 32,686 万円 48.0％

支出 68,150 万円 10,880 万円 16.0％

資本的収支
収入 31,892 万円 1,714 万円 5.4％

支出 47,743 万円 20,891 万円 43.8％

▪地方債の状況
会計名 前年度末残高 償還額 現在高
一般会計 853,754 46,097 807,657

水道事業会計 109,230 4,502 104,728

簡易水道事業会計 37,362 2,026 35,336

下水道事業会計 178,299 8,745 169,554

合　　計 1,178,645 61,370 1,117,275

▪一時借入金の状況
区　　分 一般会計 特別会計 公営企業会計

一時借入金現在高
及び基金運用額 0 0 0

▪基金の現在高
財政調整基金 121,734 万円

減債基金 19,327 万円

観光開発基金 26,711 万円

公営住宅建設及び維持管理基金 604 万円

国営畑地かんがい排水事業振興基金 7,028 万円

畑地かんがい事業基金 3,237 万円

みんなの基金 25,006 万円

合併地域振興基金 80,289 万円

洞爺地域ふれあい振興基金 1,071 万円

公共施設等整備基金 27,407 万円

森林環境譲与税基金 102 万円

育英資金等教育振興基金 11,912 万円

町営住宅敷金の基金 4,142 万円

国民健康保険給付費支払準備基金 3,013 万円

介護保険給付費支払準備基金 8,355 万円

備荒資金組合積立金 61,862 万円

合計 401,800 万円

（単位：万円）

（単位：万円）

特
別
会
計

残額

執行額

残額

執行額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算 

12
億
３
９
７
万
円

歳入
収入済　41,110 万円収入済　41,110 万円
収入率　34.1％収入率　34.1％

歳出
支出済　45,014 万円支出済　45,014 万円
執行率　37.4％執行率　37.4％

　
予
算
現
在
額
12
億

３
９
７
万
円
に
対
し
、

歳
入
34
・
１
％
、
歳

出
37
・
４
％
の
執
行

率
で
す
。
保
険
給
付

費
が
歳
入
を
上
回
っ

て
お
り
、
こ
の
歳
入

不
足
を
会
計
間
の
運

用
で
ま
か
な
い
ま
す
。

残額

執行額

残額

執行額

介
護
保
険
特
別
会
計

予
算 

13
億
６
３
３
０
万
円

歳入
収入済　58,143 万円収入済　58,143 万円
収入率　42.6％収入率　42.6％

歳出
支出済　52,430 万円支出済　52,430 万円
執行率　38.5％執行率　38.5％

　
予
算
現
在
額
13
億

６
３
３
０
万
円
に
対

し
、
歳
入
42
・
６
％
、

歳
出
38
・
５
％
の
執

行
率
で
す
。

残額

執行額

残額

執行額

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算 

２
億
８
４
４
万
円

歳入
収入済　6,602 万円収入済　6,602 万円
収入率　31.7％収入率　31.7％

歳出
支出済　6,407 万円支出済　6,407 万円
執行率　30.7％執行率　30.7％

　
予
算
現
在
額
２
億

８
４
４
万
円
に
対
し
、

歳
入
31
・
７
％
、
歳

出
30
・
７
％
の
執
行

率
で
す
。
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◎乳がん・子宮がん・大腸がん検診
▶ 日　程　　虻田地区…令和 8 年 1 月 22 日（木）　洞爺地区…令和 8 年 1 月 23 日（金）

▶ 会　場　　虻田地区…健康福祉センターさわやか　洞爺地区…洞爺ふれ愛センター

▶ 受付時間　① 8：30 ～ 8：50　② 9：00 ～ 9：20　③ 9：30 ～ 9：50　④ 10：00 ～ 10：20
　　　　　    ⑤ 10：30 ～ 11：00　⑥ 12：30 ～ 12：50
※洞爺地区は①～④のみです。人数により午後からも実施する場合があります
※④では託児サービスがあります。希望する人は申込み時にお伝えください
※ 1月23日（金）の④は豊浦町と合同で実施予定のため、申込み人数により受付時間が変更となる場合があります

▶ 定　員　　各受付時間 15 人（乳がんは 10 人）

▶ 検診種類　　洞爺湖町国民健康保険加入者・70 歳以上・生活保護世帯は無料です

検診名 検査内容 対象
（女性のみ）

検診料
（上記以外の社会保険に加入している人）

乳がん検診
マンモグラフィ 40 歳以上

2,000 円
超音波検査 40 ～ 49 歳

子宮がん検診
頸部細胞診

20 歳以上
1,500 円

超音波検査 500 円

大腸がん検診 便潜血検査 30 歳以上 1,000 円

※子宮体部がん検診は、医師の判断により実施します（無料）
※乳がん・子宮がん検診は 2 年に 1 度の受診となります。令和 6 年度に受けた人は令和 8 年度に受けてください
※町から一定の年齢に達した女性に配布している、乳がん検診（マンモグラフィ）・子宮がん検診（頸部細胞診）の無料クー
ポン券の利用が可能です。ぜひご利用ください

医療機関では年間を通して受診できます
受けられる検診内容が異なる、予約が必要などの場合がありますので、各医療機関に直接ご確認ください。

＜個別健診実施医療機関＞

医療機関 電話番号 検診項目（対象年齢）

石田内科胃腸科 76-3838 子宮がん検診（20 歳～）

伊達赤十字病院 23-2211
乳がん検診（40 歳～）、

子宮がん検診（20 歳～）

※国民健康保険加入者・70 歳以上・町民税非課税世帯・
生活保護世帯は無料です
※予約が必要です。各自病院にご連絡ください
※個別健診の乳がん検診はマンモグラフィ検査のみです

氏名 生年月日 住所 電話番号 健康保険
種類

クーポン
券

希望
日時

乳がん 子宮がん
大腸
がんマンモ

グラフィ 超音波
頸部
細胞診 超音波

（記載例）
洞爺 花子

S 〇年
〇月〇日 栄町 58 12-3456 国保

乳
・

子宮

1/23
① ○ × ○ ○ ○

乳
・

子宮

乳がん・子宮がん・大腸がん検診 FAX 用申込書乳がん・子宮がん・大腸がん検診 FAX 用申込書

各種検各種検（健）（健）診診のお知らせのお知らせ

未来の自分のために受診しましょう！
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◎冬の健康診断
▶日　　程　　虻田地区…令和 8 年 2 月 5 日（木）　洞爺地区…令和 8 年 2 月 6 日（金）

▶会　　場　　虻田地区…健康福祉センターさわやか　洞爺地区…洞爺ふれ愛センター

▶受付時間　　①6：30～ ②7：00～ ③7：30～ ④8：00～ ⑤8：30～ ⑥9：00～ ⑦10：00～（肺がん検診のみ）
※⑥では託児サービス、⑤⑥では送迎を行います。希望する人は申込み時にお伝えください

▶定　　員　　①～⑥ 12 人、⑦ 15 人※定員を超えた場合、受付時間を延長する場合があります

▶ 検診種類　　国民健康保険加入者・後期高齢者医療保険加入者・生活保護世帯は無料です

検診名 対象 検診内容 料金

特定健診
満 19 ～ 39 歳 医師の診察、身体測定、血圧

測定、尿・血液検査、心電図・
眼底検査

自己負担額 2,000 円

満 40 ～ 74 歳 受診券が必要です
※各医療保険で自己負担額が異なります

介護予防健診 65 歳以上 運動器検査 無料

胃がん検診 30 歳以上 胃バリウム検査 2,000 円

70 歳以上・国民健康保
険加入者・生活保護世
帯は無料

大腸がん検診 30 歳以上 便潜血検査 1,000 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査 2,000 円

肝炎ウイルス検診 満 40 歳以上で過去に
受診歴がない人

血液検査 500 円

ピロリ菌検査 血液検査 1,000 円

結核肺がん検診 19 歳以上 胸部レントゲン検査
無料エキノコックス検診

※ 5 年に 1 度の受診
小学 3 年生以上

　注意　特定健診の受診券の有効期限は 2 月 28 日まで です。有効期限内の受診をお願いします。
　  今回の日程以外に、各医療機関で個別に受診することもできます。詳しくはお問い合わせください。

乳がん・子宮がん・大腸がん検診は

 1月9日（金） まで

■問合せ　検（健）診の内容について…☎ 76-4006
　　　　　特定健診受診券について…☎ 74-3002
■ＦＡＸ　76-1877
■メール　ken_center@town.toyako.lg.jp
※ FAX で申し込む人はページ下部の申込書に必要事項を記入してそのまま送信してください
※電話、メールで申し込む人は、FAX での申込みと同じ内容をお伝えください

冬の健康診断は

 1月13日（火） まで
ス
マ
ホ
で
の
申

込
み
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
！

乳がん・子宮がん
・大腸がん検診

冬の健康診断

申 込 期 日申 込 期 日

氏名 生年月日 住所 電話番号 健康保険
種類 希望日時 希望する

検診の種類 送迎

（記載例）
洞爺 太郎

S 〇年
〇月〇日 栄町 58 12-3456 国保 2/5　①

特定検診・介護予防健診
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎
ピロリ菌・エキノコックス

×

特定検診・介護予防健診
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎
ピロリ菌・エキノコックス

特定検診・介護予防健診
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎
ピロリ菌・エキノコックス

冬の健康診断 FAX 用申込書冬の健康診断 FAX 用申込書



のわだい
まち

　
熱戦で深まる交流
フロアカーリング大会

フロッカーを投じる参加者フロッカーを投じる参加者

町の景観保全に貢献
高橋建設に感謝状

下道町長から感謝状を受け取る高橋社長下道町長から感謝状を受け取る高橋社長

洞
爺
湖
町
生
物
多
様
性
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
た
第
１
回

検
討
会
議
が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
検
討
会
議
は
、

環
境
省
や
酪
農
学
園
大
学
の
関
係
者

な
ど
30
人
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
日
は

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
の
紹
介
や
、
意
見
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
向
け
た
方
針
も
協
議

し
、
今
後
の
予
定
と
し
て
来
年
３
月

に
町
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

生物多様性基本計画の策定に向けて
第１回検討会議

生物多様性基本計画について協議した検討会議生物多様性基本計画について協議した検討会議

9
22

9
25

9
25
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交通ルールは守りましょう
黄色い旗の波運動

黄色い旗の波をつくる子どもたち黄色い旗の波をつくる子どもたち

9
24・
30

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
、
町
内
で
黄
色
い
旗
の

波
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
で
は
、
国
道
37
号
沿
い

に
保
育
所
の
子
ど
も
や
自
治
会
関
係

者
が
集
ま
り
、
安
全
運
転
の
徹
底
を

ア
ピ
ー
ル
。
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に

向
か
っ
て
旗
を
振
り
、
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。洞
爺
地
区
で
は
、

と
う
や
小
学
校
の
児
童
が
学
校
近
く

の
交
差
点
に
立
ち
、
黄
色
い
旗
の
波

を
つ
く
り
ま
し
た
。
洞
爺
湖
温
泉
地

区
で
は
、
観
光
客
な
ど
に
安
全
運
転

を
励
行
し
ま
し
た
。

ウ
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞

爺
湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）

の
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
が
、

あ
ぶ
た
母
と
子
の
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
の

カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
狙
っ
て
自
チ
ー
ム
の
「
フ
ロ
ッ

カ
ー
」
を
投
げ
、
得
点
を
狙
う
ゲ
ー

ム
。参
加
者
は
、相
手
の
フ
ロ
ッ
カ
ー

を
う
ま
く
避
け
な
が
ら
点
を
得
ら
れ

る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
気
を
付
け

な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。洞

爺
地
区
で
草
刈
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
高
橋
建
設

（
高
橋
哲
也
社
長
）
に
、
町
が
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
８
月
、
高
さ
15
㍍
、
長
さ

３
０
０
㍍
の
大
原
調
整
池
の
法
面
で

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
か
ら
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
例

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
下
道

町
長
が
高
橋
社
長
に
感
謝
状
を
手
渡

し
、
長
年
の
奉
仕
活
動
に
謝
意
を
表

し
ま
し
た
。
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民生委員児童委員の交流深まる
箱根町民生・児童委員訪町

今
年
度
、
箱
根
町
を
訪
れ
た
洞

爺
湖
町
親
善
訪
問
使
節
団
の

報
告
会
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
使
節
団
は
虻
田
、
洞
爺
の
両

中
学
校
か
ら
６
人
の
生
徒
が
参
加

し
、
７
月
に
は
箱
根
町
を
訪
町
。
箱

根
の
観
光
名
所
な
ど
を
地
元
の
中
学

生
と
周
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
使
節
団
の
生
徒
が

芦
ノ
湖
や
大
涌
谷
な
ど
箱
根
町
の
名

所
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
発
表
。

参
加
し
た
保
護
者
や
関
係
者
は
両
町

の
交
流
を
深
め
た
思
い
出
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

箱根の思い出を発表
中学生親善事業報告会

洞爺湖の食の魅力を発信
湖畔の収穫祭

生徒が親善訪問で学んだことを発表した報告会生徒が親善訪問で学んだことを発表した報告会

いろんな仕事があるんだね！
お仕事体験フェスタ

仕事体験を楽しむ子どもたち仕事体験を楽しむ子どもたち

両町の民生委員児童委員が親ぼくを深めた交流会両町の民生委員児童委員が親ぼくを深めた交流会

10
６

10
7

10
19

10
16

姉
妹
都
市
箱
根
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
の
視
察
訪
問

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

交
流
会
は
昨
年
、
両
町
の
姉
妹
都
市

提
携
か
ら
60
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
箱
根
町
か

ら
26
人
の
委
員
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
開
か
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
委
員
の
な
り
手
不
足
と
災
害
対

策
を
テ
ー
マ
と
し
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。
翌
日
は
火
山
科
学
館
や
昭

和
新
山
を
視
察
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

町
と
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
の
「
湖
畔
の
収

穫
祭　
シ
ェ
フ
が
贈
る
洞
爺
湖　
食

の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
町
の
食
に
つ
い
て
発
信
し
よ
う
と

開
か
れ
、
こ
の
日
の
試
食
会
は
下
道

町
長
と
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
の
木
村
直
樹

理
事
・
参
事
が
出
席
。
ホ
テ
ル
内
の

洋
食
店「
オ
ー
ル
デ
イ
ダ
イ
ニ
ン
グ・

メ
ム
」
が
考
案
し
た
と
う
や
湖
和
牛

や
町
産
の
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
な
ど

を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
、
町
の
食

材
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

お
し
ご
と
体
験
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

と
う
や
湖
が
、
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
医
療
機
関
や
介
護
福
祉
施

設
、薬
局
な
ど
が
協
力
し
、「
医
療
」、

「
介
護
」、「
福
祉
・
保
健
」
の
３
つ

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
、
採
血
、
薬
の
分

包
、
リ
ハ
ビ
リ
体
験
、
高
齢
者
疑
似

体
験
な
ど
を
実
施
。子
ど
も
た
ち
は
、

体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

料理の説明を受ける下道町長料理の説明を受ける下道町長（（左左））と木村理事と木村理事

町内で行われたイベントや活動を紹介します
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　10 月 1 日現在で洞爺湖町に住所がある
人は、案内を送付しています。
　参加対象となる人で、町外に居住し、
町外に住所がある人は社会教育課まで連
絡ください。

▶日　時　令和 8 年 1 月 11 日（日）
　　　　　・受付　14 時～
　　　　　・式典　14 時 30 分～
　　　　　・記念撮影　15 時 10 分～
▶場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
▶対象者　平成 17 年 4 月 2 日～平成 18
年 4 月 1 日までに生まれた洞爺湖町出身
者または現在洞爺湖町に居住している人
■問合せ　教育委員会社会教育課（☎
74-3010）

洞爺湖町二十歳のつどい開催洞爺湖町二十歳のつどい開催

暮
ら
し

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
の
人
）」
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
電
子
申
請
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
簡
単
に

申
請
で
き
る
電
子
申
請
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

＜

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ＞

　
日
本
で
は
、
会
社
で
「
厚
生
年

金
保
険
」に
入
っ
て
い
な
い
人
は
、

「
国
民
年
金
」
に
入
り
保
険
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
収
入
が

少
な
く
払
え
な
い
場
合
は
、
手
続

き
を
す
れ
ば
全
部
ま
た
は
一
部
を

払
わ
な
く
て
い
い
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
を
し
な
い
と
、
障
害
年

金
の
受
け
と
り
や
在
留
資
格
な
ど

に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
日
本
と
「
社
会
保
障
協
定
」
な

ど
の
約
束
を
し
て
い
る
国
の
人

は
、
日
本
の
年
金
に
入
ら
な
く
て

も
よ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

24

－

５
０
６
１
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

福
祉
灯
油
購
入
助
成
の

お
知
ら
せ

　
老
人
世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者

世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
対

し
、
生
活
の
一
助
と
し
て
冬
期
採

暖
に
必
要
な
灯
油
の
購
入
助
成
を

行
い
ま
す
。

▼
条　
件

①
支
給
対
象
世
帯

・
満
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
主
ま

た
は
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
申
請

時
に
同
居
し
て
い
る

・
１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
や
Ａ
ラ
ン
ク
の
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
世
帯
主
ま

た
は
同
居
し
て
い
る

・
ひ
と
り
親
世
帯
で
満
18
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

※
申
請
時
に
「
生
活
保
護
世
帯
」、

「
施
設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て

い
る
単
身
世
帯
」、「
冬
期
間
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
世
帯
」
は
対
象
外

②
収
入
（
令
和
７
年
中
の
１
か
月

あ
た
り
の
収
入
）

・
１
人
世
帯　
10
万
７
千
円
未
満

・
２
人
世
帯　
14
万
２
千
円
未
満

・
３
人
世
帯　
17
万
７
千
円
未
満

・
４
人
世
帯　
21
万
３
千
円
未
満

・
５
人
世
帯　
24
万
８
千
円
未
満

・
６
人
世
帯　
28
万
３
千
円
未
満

・
７
人
以
上　
１
人
増
加
す
る
ご

と
に
３
万
５
千
円
加
え
た
額
未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
令
和
７
年
中
の
収
入
状
況
が
わ

か
る
も
の
（
年
金
の
支
払
通
知
書
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
）
世
帯
全
員
分

・
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
令
和
６

年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

・
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

▼
申
請
場
所　
介
護
高
齢
課
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

▼
申
請
期
限　
令
和
８
年
３
月
２

日（
月
）ま
で

▼
購
入
助
成
の
量　
１
世
帯
当
た

り
灯
油
１
０
０
リ
ッ
ト
ル

お知らせ
information
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ここととううやや No.56
　「北海道・三陸沖後発地震注意情報」は日本海
溝・千島海溝沿いの想定震源域やその周辺でマグニ

北海道・三陸沖後発地震注意北海道・三陸沖後発地震注意
情報を知っていますか？情報を知っていますか？

チュード7.0 以上の地震が発生した後、続いて巨大
地震（後発地震）の発生する可能性が平常時より相
対的に高まっている際に発表される情報です。また、
特定の期間中に巨大地震が必ず発生するということ
をお知らせするものではありません。
　情報を発表するのは、比較的大きな地震が発生し
た後に、その周辺で巨大地震が発生している事例が
知られ、たとえ不確実性が高くとも警戒レベルを上
げ被害軽減を図り、地震への日頃の備えと準備を呼
びかけ、より多くの人命を守る取組です。
　情報が発表されたら、１週間程度は社会経済活動
を継続しつつ、日頃の備えの再確認と、すぐに避難で
きる準備をしましょう。（室蘭地方気象台）

お知らせ

募
　
集

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

募
集
中
！

（
水
）～
１
月
４
日（
日
）ま
で
休
み
）

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

資
源

物
、
危
険
ご
み
受
入
（
☎
59

－

０
５
１
５
）
…
12
月
28
日（
日
）～

１
月
５
日（
月
）ま
で
休
み

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

プ
ラ
ザ

棟
（
☎
84

－

１
６
２
１
）
…
12

月
29
日（
月
）～
１
月
３
日（
土
）ま

で
休
み

▼
げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル
（
☎
59

－

３
４
４
３
）
…
12
月
29
日（
月
）

～
１
月
３
日（
土
）ま
で
休
み

■
問
合
せ　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

宿
泊
税
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
令
和
７
年
９
月
12
日
に
洞
爺
湖

町
宿
泊
税
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
令
和
８
年
４
月
導
入
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
使
途
な
ど
…
観
光
振

興
課
（
☎
75

－

４
４
０
０
）
／

徴
収
事
務
な
ど
…
住
民
税
務
課

（
☎
74

－

３
０
０
３
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
洞
爺
湖
町

全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
あ

る
「
第
２
期
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」
の
進
捗
や
次
期
総
合
計
画
な

ど
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員　
６
人

▼
選
考
方
法　
応
募
申
込
書
の
記

載
事
項
を
確
認
の
う
え
行
う
こ
と

と
し
ま
す
が
、
公
募
人
数
が
超
え

た
場
合
は
町
に
お
い
て
選
考
ま
た

は
抽
選
に
よ
り
選
出
し
ま
す

▼
応
募
資
格　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

・
20
歳
以
上
で
、
町
内
に
居
住
し

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人

・
任
期
中
、
継
続
し
て
洞
爺
湖
町

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
に
出
席
で
き

る
見
込
み
が
あ
る
人

・
公
募
委
員
に
選
任
さ
れ
る
日
に

お
い
て
、
洞
爺
湖
町
行
財
政
改
革

審
議
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い

な
い
人

行
　
政

西
い
ぶ
り
広
域
連
合

年
末
年
始
の
ご
案
内

※
各
連
絡
先
の
市
外
局
番
は
す
べ

て
「
０
１
４
３
」
で
す

▼
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
事
務
局（
☎

59

－

０
７
０
５
）…
12
月
27
日（
土
）

～
１
月
４
日（
日
）ま
で
休
み

▼
西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
☎
59

－

７
０
３
０
）
…
12
月
31

日（
水
）は
８
時
30
分
～
16
時
30

分
、
１
月
１
日（
木
）～
３
日（
土
）

は
10
時
～
14
時
30
分

※
施
設
の
混
雑
緩
和
の
た
め
「
ご

み
搬
入
申
告
書
」

は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い

※
搬
入
物
に
よ
り
、
最
終
処
分
場

で
の
受
け
入
れ
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す（
最
終
処
分
場
は
12
月
31
日

▼
支
給
方
法　
郵
送
に
て
「
福
祉

灯
油
購
入
助
成
券
」
を
交
付

▼
助
成
期
限　
令
和
８
年
３
月
20

日（
金
）ま
で

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
（
☎
74

－

３
０
０
１
）

▶「北海道・三陸沖後発地震注意情報」
普及啓発用動画（YouTube）
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お知らせ

風
止
み
て
光
こ
ぼ
れ
る
落
葉
か
な

　
　
川
上
智
恵

住
み
し
人
の
た
ま
し
ひ
此
処
に
菊
咲
け
り

　
　
　
佐
藤
美
風

天
界
の
つ
づ
く
夜
道
に
冬
銀
河

　
　
　
亀
倉
千
鶴
子

大
綿
の
た
む
ろ
し
て
ゐ
る
狭
庭
か
な

長
曾
我
部
弓
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
11
月
定
例
会

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

10月20日から11月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

寄
　
付

・
町
の
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の

職
員
ま
た
は
町
議
会
議
員
で
は
な

い
人

▼
応
募
方
法　
応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、

も
し
く
は
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申

込
み

※
申
込
書
は
企
画
財
政
課
、
洞
爺

総
合
支
所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す

▼
応
募
期
間　
令
和
８
年
１
月
15

日（
木
）必
着

▼
応
募
先　
企
画
財
政
課
、
洞
爺

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
（
３
人
）

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　
令
和
８
年
１
月
15
日

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
12
月
20
日（
土
）②

令
和
８
年
１
月
17
日（
土
）９
時
30

分
～
12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
：
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－
３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
令
和
８
年
１
月
８
日

（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象　

15
歳
か
ら
49
歳
の

人
・
家
族

▼
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

故杉崎智代子さん
■10月21日死去■87歳■遺族は伸一さん■青2区

故小野瀬等さん
■11月3日死去■74歳■遺族は玉枝さん■月浦

故板垣キクノさん
■11月3日死去■101歳■遺族は明子さん■月浦

故小林正勝さん
■10月28日死去■72歳■遺族は順子さん■青2区

故田中英克さん
■10月29日死去■85歳■遺族は浪子さん■虻5区

故佐藤義昭さん
■10月21日死去■89歳■遺族は範子さん■入4区

故六車春雄さん
■10月25日死去■75歳■遺族はみよ子さん■入1区

故池優子さん
■10月13日死去■84歳■遺族は徳雄さん■泉区

総
合
支
所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所

■
問
合
せ　
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
（
☎
74

－

３
０
０
４
）

（
木
）13
時
30
分
～
15
時

▼
場　
所　
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担　
当　

高
村
真
人
弁
護
士

（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－
３
０
０
２
）

故佐藤津留子さん
■11月12日死去■96歳■遺族は勝重さん■第5

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

現
金＞

▽
匿
名

＜

寄
付
物
品＞

▽
亀
田
信
子
さ
ん
（
温
１
区
）
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　　問合せ・申込み問合せ・申込み　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

さわやかだより

今日からできる、今日からできる、
食生活の見直し食生活の見直し

　健康診断や定期通院のとき「少し血圧が
高い」「体重が増えた」「血糖値が気になる」
など言われたことはありませんか？
　それは「今、行動を変えればまだ間に合う」
サインです！この機会に自分の生活をふり
かえってみませんか？

STEP
２

このままだとどうなる？
今の生活を続けるとどうなるか考えましょう

　高血圧や糖尿病は、初期には自覚症状がほとんどありません。放置すると、心筋梗塞や脳卒中、腎臓
病など命にかかわる病気になってしまいます。

STEP
３

行動を変えると、どんな良いことがある？
健康的な生活は「我慢」ではなく「自分への投資」です

・血圧や血糖が安定 → 体調がよくなる
・体重が減る → 関節への負担軽減、睡眠の質が良くなる、痩せたことで自分に自信がつき気分も前向きに
・運動やバランスのよい食事 → 疲れにくくなり、仕事や家事の効率もアップ

STEP
４

行動を変えられない理由を考える
よくある「できない理由」と解決のヒントを紹介します

・忙しくて時間がない → 近所への買い物は歩いていく、エレベーターより階段を使うなど、日常生活の
中でできる工夫を考える

・家族の食事時間や好みがバラバラ → 家族全員が健康になれるメニューを一緒に考える
・1人では続かない → 家族や友達と一緒にチャレンジする
・成果がわかりにくい → 血液検査の数値や体重・血圧を記録して見比べることで、少しずつ変化を実感する

STEP
５

ハードルを下げて継続する
大きな目標よりも「できそうなこと」をひとつだけ決めましょう

例えば…夜の間食を１回減らす、夕食後 10 分だけ歩く、毎朝体重を測るなど
　できた日はカレンダーに○をつけるなど “ 目に見える達成感 ” が次の意欲につながります。「できない
自分」ではなく「続けられている自分」に着目し、自分で自分をほめましょう。

STEP
１

まずは今の自分を知る
健診や受診時の血液検査を見返しましょう

　数値の “ やや高め ” は要注意です。動脈硬化や生活習慣病は気づかないうちに
進行していきます。家族に糖尿病や心臓病・脳卒中の既往がある人は、より注意
が必要です。

チェックリストチェックリスト
□ 血圧　　　　　

□ 血糖　　　　　

□ コレステロール

□ 体重　　　　　

　健康福祉課では、ウォーキング会やトレーニング
ルームの体験会など、健康に関する事業を実施してい
るほか、保健師や管理栄養士による健康相談を随時受
け付けております。

　特定健診を受けた人で「特定保健指導」の対象となっ
た場合は、保健師や管理栄養士からご連絡をする場合
があります。連絡がきた人はぜひ “ チャンス ” と思い、
一緒によりよい生活習慣を考えていきましょう。

特定保健指導とは…今より少し健康になりたい人を応
援するサポートです。厳しい指導ではなく、それぞれ
のペースに合わせて「できること」から一緒に考えます。

お気軽に
ご参加・ご相談ください！

ご　案　内ご　案　内



vol.91

あぶた読書の家	 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分	 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　	 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室	（☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　	［休館日］なし

今月の
１冊

から家書読 の
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絵本の玉手箱　12月のおはなし会
■日　時　①12月15日(月)10時～11時30
分②12月19日（金）14時～15時30分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読
書の家
キッズタイム
■日　時　12月20日(土)10時～11時30分

（時間内出入り自由）
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者、小学生
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

1回3分 むし歯にならない絵本
あきやまかぜさぶろう
　大ヒット絵本作家と、最高の歯科
医チームが教える、楽しい「読む予
防歯科と歯みがき動画」。知ってる
ようで知らない、むし歯のできる理
由と予防法。しっかり学べば、大き
くなってもずーっとむし歯ゼロで過
ごせるよ！（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
成田 譲さん

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　

般＞

▽
青
の
純
度
（
篠

田
節
子
）
▽
夫
婦
じ
ま
い 

え
に

し
屋
春
秋
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
▽

ダ
ー
ク
ネ
ス
（
桐
野
夏
生
）
▽

ニ
ュ
ー
ス
が
消
え
る
日
（
堂
場
瞬

一
）
▽
佐
伯
警
部
の
推
理
（
佐
々

木
譲
）
▽
追
憶
の
鑑
定
人
（
岩
井

圭
也
）▽
新・教
場
２（
長
岡
弘
樹
）

▽
暴
走
正
義
（
下
村
敦
史
）
▽
梧

桐
に
眠
る
（
澤
田
瞳
子
）
▽
ま
ろ

丸
伊
勢
参
り
（
畠
中
恵
）
▽
酒
亭

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
恩
田
陸
）

＜

児
童
書＞

▽
森
の
ち
い
さ
な

三
姉
妹 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
出
会
え
た

友
だ
ち
（
楠
章
子
）
▽
ト
ロ
ピ
カ

ル
諸
島
で
秘
宝
ハ
ン
ト
（
廣
嶋
玲

子
）
▽
み
ん
な
が
知
り
た
い
！
花

火
の
す
べ
て
（
公
益
社
団
法
人
日

本
煙
火
協
会
）▽
ま
じ
ょ
の
ナ
ニ
ー

さ
ん 

い
ち
ご
の
馬
車
で
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
（
藤
真
知
子
）
▽
お
ば
あ
の

サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
（
上
條
さ

な
え
）
▽
ド
ー
ナ
ツ
づ
く
り
は
た

い
へ
ん
！
（
種
村
有
希
子
）
▽
ア

ニ
マ
ル
バ
ス
と
ゆ
う
え
ん
ち
（
あ

さ
の
ま
す
み
）
▽
お
ま
わ
り
さ
ん

の
き
ゅ
う
じ
つ
（
中
川
ひ
ろ
た
か
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　

般＞

▽
エ
ピ
ク
ロ
ス
の

処
方
箋
（
夏
川
草
介
）
▽
飼
い
犬

に
腹
を
噛
ま
れ
る
（
琳
子
女
王
）

▽
美
女
入
門 

わ
か
り
ま
す
ぅ
？

（
林
真
理
子
）
▽
濱
地
健
三
郎
の

奇
か
る
事
件
簿
（
有
栖
川
有
栖
）

▽
料
理
が
楽
し
く
な
る 

お
ぼ
ん

ご
は
ん 
旬
を
味
わ
う
簡
単
献
立

〈
１
〉（
Ｈ
ｉ
ｄ
ｅ
ｋ
ａ
）

＜

児
童
書＞
▽
と
ろ
と
ろ
お
ば
け

（
た
な
か
ひ
か
る
）
▽
ね
こ
が
し
ん

ぱ
い
（
角
田
光
代
）
▽
こ
ね
こ
ね

ね
こ
の 

ね
こ
う
ど
ん
（
く
さ
か
み

な
こ
）
▽
お
か
し
な 

あ
い
う
え
お

（
ま
ん
な
た
ぬ
き
）
▽
せ
か
い
い
ち

は
ず
か
し
が
り
や
の
か
い
じ
ゅ
う

ポ
ン
コ
ル
ポ
ン
（
キ
ュ
ー
ラ
イ
ス
）

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
私

が
勤
務
す
る
と
う
や
水

の
駅
周
辺
で
は
、
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
た
湖
畔
が
冬
の
訪
れ
と

共
に
静
寂
な
雰
囲
気
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
夏
か
ら
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
８
月
に
第
２
回
目
と
な
る

「
と
う
や
水
の
駅
盆
祭
り
」
を

地
域
の
方
々
の
要
望
も
あ
り
、

昨
年
に
続
き
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
出
店

数
を
増
や
し
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
も

多
く
の
お
客
様
に
お
祭
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
同
月
内
で
、
登
別
洞
爺

広
域
観
光
圏
協
議
会
の
商
談
や

Ｐ
Ｒ
の
業
務
で
、
洞
爺
湖
町
を

代
表
し
広
島
県
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
訪
れ

た
中
四
国
最
大
級
の
イ
オ
ン
広

島
府
中
店
で
は
、
北
海
道
へ
の

関
心
が
高
い
お
客
様
が
多
く
、

当
町
の
景
観
の
良
さ
や
温
泉
、

半
年
間
毎
日
行
わ
れ
る
ロ
ン
グ

ラ
ン
花
火
大
会
に
驚
か
れ
る
な

ど
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も
価
値

の
あ
る
事
だ
と
再
認
識
で
き
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
期
間

が
２
年
半
を
過
ぎ
、
残
り
４
か

月
を
切
り
ま
し
た
。
今
後
も
町

内
外
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
イ
ベ

ン
ト
を
企

画
し
て
い

き
な
が
ら

定
住
に
向

け
残
り
の

時
間
を
大

切
に
過
ご

し
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

広島県での PRイベントの様子広島県での PRイベントの様子

新
刊
案
内
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年
末
年
始
も
火
災
に
注
意
！

統
一
標
語

　『
急
ぐ
日
も

　
足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
』

　
年
末
の
繁
忙
期
に
加
え
、
季
節

柄
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
明
る
い
新
年
を

　
西
い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
伴
い
西
胆
振
行
政
事
務

組
合
管
内
で
発
生
し
た
災
害
案
内

番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

【
新
し
い
災
害
案
内
番
号
：
☎

０
５
０

－

５
８
１
０

－

１
９
１
６
】

　
ま
た
、
消
防
の
出
動
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
携
帯
電
話
な
ど
の

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
推
奨
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
「
西

胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
災
害
発
生
前
に
登
録
を
し
て

安
心
・
安
全
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
災
害
発
生
中
は
１
１
９

番
や
消
防
本
部
、
各
署
所
代
表
電

話
へ
の
問
合
せ
は
控
え
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
正
確
な
情
報
収

集
と
円
滑
な
対
応
の
た
め
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提供する
災害情報

火災や救助、住民生活に支障を生じる自然災害の情報

登録方法

＜ QR コード＞
　スマートフォンなどから QR コードを
読み取り空メールを送信後、返信された
URL から手順に従い登録してください。

＜メールアドレス＞
　右のアドレスに直接空メールを送付
し、返信された URL から手順に従い登
録してください。

jumin.nishiiburi-fd@
fs119.speecan.jp

災
害
案
内
の
確
認
方
法
に

つ
い
て

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
前
、
就
寝
前
は
も
う
一
度

火
の
元
を
確
認
す
る

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

・
寝
た
ば
こ
は
せ
ず
、
た
ば
こ
の

火
は
し
っ
か
り
と
消
す

・調
理
中
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
ず
、

離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
の

近
く
に
は
、
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▼
西
胆
振
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合

西
胆
振
行
政
事
務
組
合

令
和
６
年
度
決
算
概
要

令
和
６
年
度
決
算
概
要

　
歳
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①議会費 434 0.03%

②監査委員費 127 0.01%

③消防費 387,493 26.71%

④衛生費 43,167 2.98%

⑤給与費 984,570 67.87%

⑥公債費 34,767 2.40%

歳

入

内

訳

単
位

：

千
円

①消防・衛生負担金 1,352,652 88.03%

（内訳） 伊達市 670,207

洞爺湖町 337,157

豊浦町 189,425

壮瞥町 155,863

②使用料及び手数料 649 0.04%

③道支出金 12,375 0.81%

④財産収入 2,433 0.16%

⑤繰入金 41,018 2.67%

⑥繰越金 111,707 7.27%

⑦諸収入 15,600 1.01%

⑧国庫支出金 198 0.01%

国庫支出金

諸収入

繰越金

繰入金

財産収入

道支出金

使用料及び手数料

消防・衛生負担金公債費

給与費

衛生費

消防費

監査委員費

議会費

歳入合計
15億3663万2千円

歳出合計
14億5055万8千円

①②

③
④

⑤
⑥

⑦ ⑧

① ②

③

④

⑤

⑥

消
防
だ
よ
り
119119



広報とうやこ　202広報とうやこ　20255 年年 1212 月月 20

　　冬の Instagram ミッション

 君のセンスでジオパークを発信せよ！
－発信クルー募集中！－

洞爺湖有珠山ジオパークではこの冬、洞爺湖有珠山ジオパークの魅力を宣伝し

てくれる発信クルー（Instagram で記事を投稿してくれる人）を大募集します！

冬休みに読むおすすめ本の紹介

ジオパークを彩る美しい景色や、ジオパークの恵みを満

喫する料理など、ジオパークに関するものであれば投稿

内容は皆さんのセンスにお任せします。

発信してくれた人の中から、ジオパークオリジナルトー

トバックをプレゼントします。

詳しくは右の QR コードから特設サイトをご覧ください。

ジオパークへ行こう！
（株式会社小峰書店）

　日本全国のジオパークに
ついて、実験を通して紹介。
　入浴剤を用いた洞爺湖誕
生の秘密にせまる実験も収
録！

湿原が世界を救う
（築地書館株式会社）

　北海道大学大学院教授の
露崎先生が、有珠山第四火
口の湿原で見つかったエゾ
サンショウウオをはじめ、
湿原の形成や保全の取り組
みまで解説。

小・中学生におすすめ！ 高校生や社会人におすすめ！

貸し出しを希望する人は、平日 9 時～ 17 時に洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会事務局（洞爺湖温泉洞
爺湖観光情報センター 2 階）までお越しください。※すでに借りられている場合は順番待ちとなります

＃西山山麓火口散策路 ...

toyakousu_geopark

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



12月13日(土) ミニクリスマスツリー作り

16日(火)
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

17日(水)
乳児・5歳児健診
時  13：00 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

18日(木)
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

19日(金)

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

20日(土) 行政に関わるくらしの無料相談会

25日(木)
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

26日(金)

「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:00 ～ 11:45
所  ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

12月26日(金)
～1月18日(日) ステンドグラス作り

1月8日(木)

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

9日(金)

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）
とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13日(火)

コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
子育て教室「キラキラティータイム」
時  10:00 ～ 11:30
所  健康福祉センターさわやか（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

14日(水)
げんきクラブ
時  12:00 ～ 15:30
所  ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15日(木)

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

17日(土) 行政に関わるくらしの無料相談会
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ピックアップイベントピックアップイベント
時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー
自然ふれあい行事
ミニクリスマスツリー作り
　まつぼっくりに装飾をして、小さなクリスマスツリー
を作ります。
■日　程　12月13日（土）10：00～11：30
■場　所　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館1Fレク
チャールーム
■参加料　300円
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎75-2555 
担当：久保田）

冬休み企画
ステンドグラス作り
　四季のイベントや植物をデザインしてカットした画用
紙をラミネートしたものに、ペンで着色してステンドグ
ラスを作ります。
■日　程　 12月26日（金）～令和8年1月18日（日）10：
00～11：00、14：30～15：30の間受付
※12月29日～令和8年1月3日、5日、12日休み
■場　所　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館1Fレク
チャールーム
■参加料　ステンドグラス300円（税込）
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎75-2555 ）

ｐ 16詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ｐ 16詳

ｐ 16詳

イイ ルル ミミ ネネ ーー シシ ョョ ンン
のスケジュール

町で行われているイルミネーションの点灯期間など

をお知らせします。冬の思い出づくりに訪れてみて

は―？

 ①洞爺湖温泉街イルミネーショントンネル
点灯期間　令和 8 年４月 27 日（月）まで

点灯時間　17 ～ 22 時（３月１日から 18 時開始）

②洞爺駅前イルミネーション
点灯期間　令和 8 年２月 28 日（土）まで

点灯時間　16 時 15 分～ 21 時（日没時間に合わせて

	 変更）
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東奔西走

洞爺湖町合併20周年を記念して小学生の絵画コンクー
ルを行いました。町のどこを、どう見ているのか伺い

知れたようでとても刺激になりました。入賞作品は、役場
で配布している記念誌でご覧いただけます。（Ｄ.Ｙ）

２025 年は、地域活性化企業人の着任や北海道科学大
学との協定締結など、まちの魅力の発信に向け取り

組んできた１年でした。今後も新しいことに挑戦し、洞爺
湖町の魅力がより広く伝われば良いなと思います。（Y. Ａ）

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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町では、都市部の企業から人材を派遣しても
らい、専門的な知見を活かして地域課題の解
決に取り組む「地域活性化起業人」を活用し
ています。現在、町で活躍している心強いパー
トナーを紹介します。

Partners
ＡＮＡあきんど
山内　輝さん

ま ち に チ カ ラ を

地 域 活 性 化 起 業 人

ー現在取り組んでいることを教えてください
　ふるさと納税における昨年度実績の約３億円の分析
を行い、強みと弱みを抽出し、強みのさらなる伸長策
の立案やリスク低減策の提案、また、新規返礼品開発
やプロモーション策の提言を行っています。直接、生
産者や事業者に伺い、協力要請などコミュニケーショ
ンをとるように心掛けています。
―他分野はどうでしょうか
　主な取組は道の駅あぷたの売上増です。具体的には
小川商店の協力でウニを使用したレストランメニュー
の開発やイベント実施を進めています。地元の皆さん
が食べに来られるメニューをつくりたいですね。
　また、お肉屋さんたどころのソーセージをタネラボ
トーヤが新規開発したパンで挟んだホットドッグ「タ
ドラボドック」も開発しました。１＋１が 2 以上の価
値を生む仕事がしたいです。
―町では農業や観光も盛んです
　ＪＡとうや湖の協力で札幌、千歳の３カ所のホテル
に雪蔵貯蔵のジャガイモや長芋などを使ってもらいま

した。また、ＡＮＡクラ
ウンプラザホテル札幌で
は「 デ ィ ス カ バ リ ー 洞
爺」を開催し、１カ月間
に渡ってレストランのラ
ンチメニューで町産の野
菜やとうや湖和牛、塩な

どを使って町の食材を感じてもらう機会を創出できま
した。
　観光では、宿泊数を伸ばしてもらえる施策として、
ぐるっと彫刻公園の活用やジオパークのさらなる認知
拡大など観光体験者拡充を目的としたプロモーション
活動の計画を策定し、目的達成を目指しています。
―まちづくりのアイディアはありますか
　訪町者向けに飲食店や観光施設などをまとめてＤＸ
化したポータルサイトの構築や、町内における未来の
移動手段など、町民、訪町者共に有益なまちづくりの
基盤となる考え方を提言しています。
―洞爺湖町の魅力は何だと思いますか
　農業、漁業の 1 次産業があり、福祉関連事業への雇
用も多いことです。温泉、ジオパーク、各種イベント
など国内外に発信できる魅力が多く、可能性しかない
と感じています。人流を増加させ、観光体験を味わっ
てもらい、地元で収獲されたものを食し宿泊する。そ
して、このまちの魅力を知った人が移住定住を考える。
全ての産業が底上げされ、面となれば今まで以上に魅
力的なまちに変貌すると思っています。
―今後の意気込みを教えてください
　現在取り組んでいることの結果を出すことは当然で
すが、大きなテーマとして町民の皆さんが「便利で魅
力的なまちだよ」と町内や観光で来る人々に自慢でき
るような「先進的で稼げるまちづくり」のグランドデ
ザインを提言していきたいと思っています。

やまうち　あきら
1971年12月20日 生 ま れ。 札 幌 市 出
身。大手私鉄系旅行会社を経て2000年、
ANA グループに入社。主に旅行会社へ
の営業、WEB担当、地域創生など担当。


